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2006年3月26日に、インドネシアのバワカラエン山のカルデラで巨大な地すべりが発生した。多
時期の衛星画像を分析してガリー侵食および土砂生産の時系列的な変化を定量的に示すととも
に、数値計算によって推定した土砂生産量を比較した。巨大地すべり発生によりジェネベラン川
上流河道は完全に埋積した。発生の翌年には地すべりによる堆積物があらゆる場所で侵食され
た。ガリーが形成され60m下方侵食した場所もあった。このとき流送した土砂は3600万m3と推
定された。２年目には側方侵食によるガリーの拡幅はほとんどなくなり河床上昇がみられた場所
もあった。土砂輸送量は劇的に減少しおよそ830万m3と推定された。３年目では、土砂輸送量は
さらに減少したが、ガリーの拡幅が衛星画像で作成した数値地形モデルで確認された。流砂量の
減少は、ガリー幅の拡幅に伴い水深が大きくならなくなったため、掃流力が減少したことに起因
するものと考えられる。雨による土砂移動量を把握するために掃流砂および浮遊砂を対象として
流砂計算を実施した。計算によって推定した土砂量は衛星画像解析から判読した量に比べ明らか
に少なかった。
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